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平成２０年度山梨県公立高等学校入学者選抜実施要項

Ⅰ 募集定員

Ⅱ 全日制の課程における前期募集

第１ 募集人員

第２ 出願資格

第３ 出願方法
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平成２０年度山梨県公立高等学校入学者選抜実施要項

、 。 、平成２０年度山梨県公立高等学校入学者の選抜は この要項に定めるところにより実施する ただし

大月短期大学附属高等学校及び甲陵高等学校は除く。

Ⅰ 募集定員

各高等学校の募集定員は、別に定める。

Ⅱ 全日制の課程における前期募集

第１ 募集人員

前期募集の募集人員は、募集定員のうち、次の１から４のそれぞれの範囲の中から各高等学校長

が決定した比率をもとに、山梨県教育委員会(以下「教育委員会」という。)が定める。

１ 全日制普通科 コース及び単位制を含む については 募集定員の１０％から３０％の範囲 コ（ 。） 、 （

ースの指定については、普通科の率と同じとする ）。

２ 理数科、英語科、文理科及び国際教養科（以下「専門教育学科」という ）については、募集定。

員の２０％から４０％の範囲

３ 職業に関する学科については、募集定員の３０％から５０％の範囲

４ 総合学科については、募集定員の２０％から４０％の範囲

第２ 出願資格

前期募集に出願できる者は、次の条件をいずれも満たす者とする。

１ 中学校若しくはこれに準ずる学校又は中等教育学校の前期課程（以下「中学校」という ）を平。

成20年３月卒業見込み又は修了見込みの者

２ 当該高等学校を志望する動機や理由が明白・適切であり、各高等学校が定める「前期募集選抜方

法」の中の「出願の条件」に適合すると自ら考える者

第３ 出願方法

１ 出願の制限

( ) 出願は、１人１校、１学科に限る（大月短期大学附属高等学校及び甲陵高等学校を含む 。1 ）

ただし、一括募集を行う場合は、１学科とみなす。

( ) 他の都道府県から入学を志願する者（他の都道府県の中学校を平成 年３月卒業見込み又は2 20

修了見込みの者をいう ）の扱いについては、別記１（ｐ２０）による。。

２ 出願期間

平成 年１月 日(木)から１月 日(火)（土曜日、日曜日及び祭日を除く ）までの期間で、20 10 15 。

午前９時から午後４時までとする。ただし、最終日は正午までとする。なお、１月10日は山梨県総

、 。合教育センターにおいて一括して受付業務を行うため 各高校窓口での受付は原則として行わない
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３ 出願手続

( ) 志願者は、次の書類を在学中学校の校長を経由して、志願先高等学校長に提出する。なお、1

県外からの出願及び在外教育施設等からの出願の場合は郵送（書留に限る）も可とするが、出

願期日の前日までに志願先高等学校に到着するようにすること。

提 出 書 類 提 出 を 要 す る 者 摘 要

ア 入 学 願 書 志願者全員 様式１

イ 志 願 理 由 書 志願者全員 様式１０

ウ 確 約 書 志願者全員 様式１１

エ 封 筒 志願者全員 日本工業規格 長形３号

( ㎜× ㎜)120 235
志願者の住所・氏名を「・・

様」と記した封筒１通（切手

不要 （郵便で入学願書を提）

出する場合は２通）

オ 事 情 説 明 書 保護者が県外に居住する者（県外からの志願 様式自由

者を除く ） 出願後においても、志願先高。

等学校長が必要と認めた場合

、 。は 提出を求めることがある

カ 県外入学志願 他の都道府県からの志願者 様式２０

承 認 書

キ 自 己 申 告 書 志願者のうち中学校において欠席日数が多い 様式２５

状況や理由等について説明する必要がある者 自己申告書を提出する場合

は、自己申告書を志願先高等学校長に提出す は、厳封の上、志願先高等学

ることができる。提出できる者は、第３学年 校長あて親展として中学校長

の欠席日数が30日以上の者とするが、30日未 へ提出する。

満の日数であっても希望する者は提出するこ

とができる。

ク 志願先高等学校 該当者のみ 志願先高等学校が定める「前

長が定める書類 期募集選抜方法」に示す。

ケ 帰国生徒等に関 該当者のみ 様式２４

する事情説明書 （中学校長が調査書所定の様式への記載が困

難と判断した場合）

第４ 高等学校長の措置
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( ) 入学審査料2

県立高等学校志願者は、入学審査料に相当する額面の「山梨県収入証紙」を入学願書の所定

の欄に貼付する。また、甲府市立甲府商業高等学校志願者は、入学願書に入学審査料（現金）

を添える。

既納の入学審査料は、還付しない。

区 分 入 学 審 査 料

全日制課程 県立高等学校 ２，２００円

甲府商業高等学校 ２，２００円

( ) 中学校長の手続3

ア 中学校長は、調査書（様式６）及び出願者一覧表（様式７）を作成し、出願期限までに志願

先高等学校長に提出しなければならない。

なお、高等学校入学者選抜処理システム（以下「入試処理システム」という ）を導入して。

いる中学校においては、調査書及び出願者一覧表は、入試処理システムにより出力されたもの

とし、提出の際、高校提出ファイルフロッピーを添えること。また、出願者一覧表（様式７）

の記入にあたっては、その注意事項をよく確認すること。

イ 中学校長は、中学校において第３学年の欠席日数が30日以上の者について、欠席日数が多い

状況や理由等を説明する「欠席日数の多い生徒に関する事情説明書 （様式２６）を志願先高」

等学校長に提出する 欠席日数が30日未満の者についても中学校長が必要と認める場合は 欠。 、「

席日数の多い生徒に関する事情説明書」を提出することができる。

ウ 帰国生徒等（海外帰国生徒、中国帰国生徒及び外国籍生徒）の調査書について、所定の様式

への記載が困難な場合は、志願者に「帰国生徒等に関する事情説明書 （様式２４）を提出さ」

せる。

４ 出願上の注意

( ) 出願書類に記入する志願者の氏名について、各書類の署名欄は、志願者本人が住民票記載の文1

字（学齢簿と一致する ）で自署すること。ただし、署名欄以外の氏名について志願者が特定で。

きる場合は、この限りでない。

( ) 出願書類の順序2

出願者一覧表に添える出願書類の順序は、次のとおりとする。

封筒を一番上にし、入学願書、志願理由書、確約書、調査書、その他の書類（県外入学志願承

認書、事情説明書等）の順に重ね、志願者ごとにクリップで留めること。

第４ 高等学校長の措置

１ 志願先高等学校長は、入学願書等の提出があったときは、速やかにその内容を審査し、所要の事

項を記入したうえで、受検票を志願者に交付又は郵送する。その際、中学校には、受検番号を記載

した出願者一覧表の写しを交付する。

２ 志願先高等学校長は、志願者数を出願期間中、学科ごとに毎日学校内に掲示する。

なお、全日制普通科（単位制を除く ）についてはコースの別に、職業に関する学科（韮崎工業。

高等学校を除く ）については募集する小学科・コースの別に掲示する。。

３ 志願先高等学校長は、入学願書の受付締切後、直ちに志願者数を２に準じて学校内に掲示すると

ともに、山梨県教育委員会教育長(以下「教育長」という ）に報告する。。
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第５ 調査書及び５段階評定集計表

１ 調査書作成委員会

( ) 中学校長は、調査書及び５段階評定集計表の作成に当たっては、厳正公平を期するため、調査1

書作成委員会を設け作成する。

( ) 調査書作成委員会は、中学校長を委員長とし、校長の指名する当該中学校の教員若干名をもっ2

て組織する。

２ 調査書作成上の注意

次表による。

調査書作成上の注意事項

中学校を平成20年３月卒業見込み又は修了見込みの者の第３学年の記録は、平成19年12月末日をも

って評価したものを記入する。

項 目 中学校卒業見込み又は修了見込みの者

各 教 科 の ①１学年及び２学年の記録は、指導要録から転記する。
学習の記録 ②３学年の評定は、指導要録作成基準に基づいて評定したものを記入する。

③観点別学習状況は、別表１の「観点の表」による。観点ごとの評定は、指導要
録作成基準に基づいて評定したもののうちＡ、Ｃのみ記入する。

総 合 的 な 各学年の指導要録から転記する。
学習の時間

欠席の記録 欠席の主な理由欄には、具体的に病名や事故の内容等を記入する。

行動の記録 行動の状況については、指導要録記入要領により記入する。

進路の希望 高校卒業後の進路希望を記入する。

特 別 活 動 ①活動の事実については、学年ごと内容ごとに具体的に記入する。
の 記 録 ②上記の実績等顕著なものを学年ごとに諸活動の記録欄に記入する。

校 外 活 動 社会スポーツ、文化、ボランティア活動等への参加状況を学年ごとに記入する。
の 記 録

健康に関す 本人について特に配慮が必要なことについて記入する。
る特記事項

そ の 他 ①留学、研修等を記入する。
特 記 事 項 ②趣味、特技、その他特に顕著なことについて記入する。

３ ５段階評定集計表作成上の注意

(1) 分校をもつ中学校は、本校、分校別にそれぞれ作成する。

(2) 「在籍数」の欄は、平成19年12月末日における第３学年の在籍生徒数を記入する。

(3) 「評定段階別人数」の欄は、教科ごと、かつ、評定ごとに人数を記入する。

(4) 「評定平均」の欄は、教科ごとに小数点第２位を四捨五入したものを記入する。

(5) 中学校長は 平成19年12月末日をもって評価した卒業見込者全員による５段階評定集計表 様、 （

式８）を作成し、平成20年２月25日(月)までに、教育長に提出しなければならない。この場合

において、５段階評定集計表は、入試処理システムを導入している中学校においては、入試処

理システムにより出力されたものとする。

また、提出先は、山梨県教育庁高校教育課(以下｢高校教育課｣という。)とする。

第６ 検査

第７ 選抜方法

第８ 入学許可予定者の内定期日
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第６ 検査

１ 受検者

志願者全員とする。

２ 検査方法

(1) 全ての学科及びコースにおいて面接を実施する。

(2) 面接のほか、志願先高等学校長が必要と認める場合は、作文、特技、個性表現のいずれか（複

数可）を併せて実施することができる。

(3) 各高等学校において実施する検査方法は 「前期募集選抜方法」に示す。、

(4) 面接、作文、特技及び個性表現の実施方法等詳細については、別途教育長の通知により、志願

先高等学校長が定める。

３ 検査会場

各志願先高等学校とする。

４ 検査期日

平成20年１月23日(水)及び１月24日(木)とするが、集合時間、検査時間等は各高等学校長が指示

する。

志願者の状況によっては、１月25日(金)を含めて３日間とすることができる。また、検査時間等

も志願者の状況によって変更することができる。

第７ 選抜方法

１ 各高等学校が定める「選抜資料比重」に基づき、調査書の記録、面接の結果及び志願先高等学校

長が定める検査の成績を総合判定し、選抜する。

、 「 」２ 普通科に設置されているコースへの指定については 当該高等学校が定める 前期募集選抜方法

に基づき、普通科の入学許可予定者のうちコースを希望している者を対象として、得点の上位順に

コースに指定する。コースの指定に漏れた者のうちコース以外に普通科を希望しない者は、入学許

可予定者から除き、それに相当する数の者を、当初の入学許可予定者以外の者から選抜する。

なお、前期募集では、コース希望者を普通科とは別枠で選抜することもできる。この場合は、事

前に「前期募集選抜方法」で選抜方法等を明示する。

３ 志願者から自己申告書又は中学校長から「欠席日数の多い生徒に関する事情説明書」及び「帰国

生徒等に関する事情説明書」の提出を受けた高等学校長は、それらを総合判定の参考資料とするこ

とができる。また、必要に応じて個人面接を実施することができ、その場合においても、面接の結

果を総合判定の参考資料とすることができる。

第８ 入学許可予定者の内定期日

志願先高等学校長は、平成20年２月１日(金)午前９時から正午までの間に中学校長に前期募集選

抜結果内定通知書を交付する。直接受領する場合は、前期募集選抜結果内定通知書受領書（様式１

３）と受領者本人であることを確認できるものを持参する。

ただし、中学校長が事前に前期募集選抜結果内定通知書郵送依頼書(様式１２)により依頼した場

合は、郵送等をもって中学校長に前期募集選抜結果内定通知書を交付する。
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第９ 後期募集への出願

１ 前期募集入学許可予定者として内定された者（以下「入学内定者」という ）は、後期募集へ出。

願することができない。

２ 入学内定者とならなかった者は、改めて後期募集へ出願することができる。この場合において、

その出願については、Ⅲの「第３ 出願方法」による。

第10 入学許可予定者の発表

平成20年３月12日(水)午前11時に各志願先高等学校において入学内定者の受検番号を掲示すると

ともに、入学内定者に郵送等により通知する。

Ⅲ 全日制の課程における後期募集

第１ 募集人員

後期募集の募集人員は、募集定員から前期募集の入学内定者の数を減じた数をもとに、教育委員

会が定める。

第２ 出願資格

後期募集に出願できる者は、次の１から６のいずれかの条件を満たす者とする。ただし、出願時

、 。 、に高等学校若しくは中等教育学校の後期課程に在学している者は 出願することができない また

既に高等学校若しくは中等教育学校を卒業している者は、卒業時と同一の学科に出願することはで

きない。

１ 中学校を卒業若しくは修了した者又は平成20年３月卒業見込み若しくは修了見込みの者

２ 外国において、学校教育における９年の課程を修了した者又は平成20年３月修了見込みの者

３ 文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程

を修了した者又は平成20年３月修了見込みの者

４ 中学校を卒業した者と同等以上の学力を有する者として文部科学大臣の指定した者

５ 保護者が就学させる義務を猶予又は免除された子女等で、文部科学大臣が別に定めるところによ

り、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認定された者

６ その他高等学校において、中学校を卒業又は修了した者と同等以上の学力があると認めた者

第３ 出願方法

１ 出願の制限

(1) 出願は、１人１校とする。

(2) 入学内定者は、後期募集に出願することはできない。

(3) 他の都道府県から入学を志願する者（他の都道府県の中学校を卒業した者又は平成20年３月卒

業見込みの者をいう ）の扱いについては、別記１（ｐ２０）による。。

なお、前期募集に出願し入学内定とならなかった者で、次のいずれかに該当する者は、県外入

学志願の承認は既に受けているものとし、新たに承認を受ける必要はない。
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ア 別記１の２の(1)又は(2)で承認を受けた者

イ 別記１の２の(3)又は(6)で承認を受けた者で前期募集と同一の高等学校を志願する者

ウ 別記１の２の(5)で承認を受けた者で前期募集と同一の高等学校の同一学科を志願する者

(4) 帰国生徒等（海外帰国生徒、中国帰国生徒及び外国籍生徒）特別措置の適用を受けようとする

者の扱いについては、別記２(ｐ２１)による。

(5) 全日制及び定時制の両課程を併願することはできない。

(6) 志願先高等学校に普通科、専門教育学科又は総合学科が設置されている場合、志願する学科の

ほかに当該高等学校に設置されている学科（普通科､専門教育学科、総合学科に限る ）に第２希。

望まで志望順位を付けることができる。

(7) 志願先高等学校に職業に関する２つ以上の小学科・コースがあり、小学科・コース別に募集を

実施している場合、職業に関する学科を志願する者は、その小学科・コースに第２希望まで志望

順位をつけることができる。

２ 出願期間

平成20年２月18日(月)から２月20日(水)までの期間で、午前９時から午後４時までとする。ただ

し、最終日は正午までとする。なお、２月18日は山梨県総合教育センターにおいて一括して受付業

務を行うため、各高校窓口での受付は原則として行わない。

ただし、出願期間経過後においても、他の都道府県から入学を志願する者及び帰国生徒等特別措

置の適用を受けようとする者で、特にやむを得ない事情のある者については、必要な手続きを経た

後、２月26日(火)の正午まで出願できるものとする。

３ 出願手続

、 （ 「 」 。） 、(1) 志願者は 次の書類を在学又は出身の中学校の校長 以下 中学校長 という を経由して

志願先高等学校長に提出する。なお、県外からの出願及び在外教育施設等からの出願の場合は

郵送（書留に限る）も可とするが、出願期日の前日までに志願先高等学校に到着するようにす

ること。

提 出 書 類 提 出 を 要 す る 者 摘 要

ア 入 学 願 書 志願者全員 様式２

イ 封 筒 志願者全員 日本工業規格 長形３号

( ㎜× ㎜)120 235
志願者の住所・氏名を「・・

様」と記した封筒１通（切手

不要 （郵便で入学願書を提）

出する場合は２通）

ウ 学習成績証明書 調査書（様式６）が提出できない者 様式自由

又はその提出不

能を証する書類

エ 事 情 説 明 書 保護者が県外に居住する者（県外からの志願 様式自由

者を除く ） 出願後においても、志願先高。
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等学校長が必要と認めた場合

、 。は 提出を求めることがある

オ 県外入学志願 他の都道府県からの志願者 様式２０

承 認 書 「１ 出願の制限」の( )で2

新たに承認を受ける必要はな

いとされた者については、県

外入学志願承認書の写しを提

出する。

カ 自 己 申 告 書 志願者のうち中学校において欠席日数が多い 様式２５

状況や理由等について説明する必要がある者 自己申告書を提出する場合

は、自己申告書を志願先高等学校長に提出す は、厳封の上、志願先高等学

ることができる。提出できる者は、第３学年 校長あて親展として中学校長

の欠席日数が30日以上の者とするが、30日未 へ提出する。

満の日数であっても希望する者は提出するこ

とができる。

キ 帰国生徒等特別 帰国生徒等特別措置の適用を受けた者 様式２３

措置適用承認書

( ) 入学審査料2

県立高等学校志願者は、入学審査料に相当する額面の「山梨県収入証紙」を入学願書の所定の

欄に貼付する。また、甲府市立甲府商業高等学校志願者は、入学願書に入学審査料（現金）を添

える。

既納の入学審査料は、還付しない。

区 分 入 学 審 査 料

全日制課程 県立高等学校 ２，２００円

甲府商業高等学校 ２，２００円

( ) 中学校長の手続3

ア 中学校長は、調査書（様式６）及び出願者一覧表（様式７）を作成し、出願期限までに志願

先高等学校長に提出しなければならない。

なお、入試処理システムを導入している中学校においては、調査書及び出願者一覧表は、入

試処理システムにより出力されたものとし、提出の際、高校提出ファイルフロッピーを添える

。 、 （ ） 、 。こと また 出願者一覧表 様式７ の記入にあたっては その注意事項をよく確認すること

イ 中学校長は、平成18年度以前の卒業者及び県外からの志願者については、調査書及び当該者

のみの出願者一覧表を手書きにより作成し、出願期限までに志願先高等学校長に提出しなけれ

ばならない。

ウ 中学校長は、中学校において第３学年の欠席日数が30日以上の者について、欠席日数が多い

状況や理由等を説明する「欠席日数の多い生徒に関する事情説明書 （様式２６）を志願先高」

等学校長に提出する 欠席日数が30日未満の者についても中学校長が必要と認める場合は 欠。 、「

第４ 志願変更
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席日数の多い生徒に関する事情説明書」を提出することができる。

エ 日本国内の中学校に在籍せず、在外教育施設等から出願する者のうち、調査書又は５段階評

定集計表が提出不能な場合は、在学（出身）校が発行する成績・単位修得証明書又はそれに準

ずるもの（在外教育施設以外は、英文で記載されたものが望ましい ）によることができる。。

オ 帰国生徒等（海外帰国生徒、中国帰国生徒及び外国籍生徒）特別措置の適用を受けようとす

る者の扱いについては、別記２による。

４ 出願上の注意

( ) 出願書類に記入する志願者の氏名について、各書類の署名欄は、志願者本人が住民票記載の文1

字（学齢簿と一致する ）で自署すること。ただし、署名欄以外の氏名について志願者が特定で。

きる場合は、この限りでない。

( ) 出願書類の順序2

出願者一覧表に添える出願書類の順序は、次のとおりとする。

封筒を一番上にし、入学願書、調査書、その他の書類（県外入学志願承認書又はその写し、事

情説明書等）の順に重ね、志願者ごとにクリップで留めること。

第４ 志願変更

１ 志願変更の可否

(1) 志願者は、入学願書の受付締切後、１回に限り志願先高等学校、課程、学科、コース等を変更

することができる。同一高等学校の職業に関する小学科・コースの志望順位についても、同様と

する。

(2) 県外入学志願承認者で、次のいずれかに該当する者は承認条項を満たしているとし、新たに承

認を受ける必要はないが、いずれにも該当しない者は、志願変更期間中に新たに志願変更先高等

学校長の承認を受ける必要がある。

ア 別記１の２の(1)又は(2)で承認された者

イ 別記１の２の(3)又は(6)で承認された者で同一高等学校内で志願変更する者

２ 志願変更願提出期間

平成20年２月22日(金)から２月26日(火)（土曜日及び日曜日を除く ）までの期間で、午前９時。

から午後４時までとする。ただし、最終日は正午までとする。

３ 志願変更の手続

(1) 入学願書の受付締切後、次の項目について、志願の変更を希望する者は、すでに交付された受

検票を添え、中学校長を経由して志願変更願（様式１４）を志願先高等学校長に提出する。

ア 志願先高等学校、課程、学科の変更（第２希望も含む）

イ 同一高等学校の職業に関する小学科・コースの志望順位の変更

ウ 普通科のコース希望の有無の変更

エ 普通科のコース指定に漏れた場合の選択の変更

(2) 志願先高等学校長は、志願変更願を受理したときは、直ちに所要事項を確認のうえ、志願変更

通知書(様式１５)を交付するとともに（同一の高等学校における学科、コース等の志願変更の場

合は除く 、入学願書を除くその他の出願書類を中学校長に返戻する。なお、自己申告書は高。）

校側で厳封のうえ返戻すること。

この場合において、同一の高等学校における学科、コース等の志願変更については、入学願書
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を除くその他の出願書類の返戻を省略することができる。

(3) 志願の変更を希望する者は、新たな入学願書に返戻された出願書類及び志願変更通知書を添え

て、志願変更先高等学校長に提出する。

なお、他の都道府県からの志願者で、新たに志願変更先高等学校長の承認を受けた者は、県外

入学志願承認書も併せて提出する。

(4) 中学校長は、志願の変更を希望する者のみの新たな出願者一覧表及び当該者のみの高校提出フ

ァイルフロッピーを志願変更先高等学校長に提出する。ただし、同一の高等学校における学科、

コース等の志願変更の場合は、この限りでない。

(5) 県立高等学校間以外の志願変更に係る入学審査料については 「第３ 出願方法」３ 出願手、

続の項の(2)に準ずる。

(6) 全日制の課程から定時制の課程に志願変更する場合は、入学審査料の差額(1,250円)は還付し

ない。

第５ 高等学校長の措置

１ 志願先高等学校長は、入学願書等の提出があったときは、速やかにその内容を審査し、所要の事

項を記入したうえで、受検票を志願者に交付又は郵送する。その際、中学校には、受検番号を記載

した出願者一覧表の写しを交付する。

２ 志願先高等学校長は、志願者数を出願期間中、学科ごとに毎日学校内に掲示する。

なお、全日制普通科（単位制を除く ）についてはコースの別に、第２希望制を採る学科（普通。

科・専門教育学科・総合学科）については、第１・第２希望の別に、職業に関する学科（韮崎工業

高等学校を除く ）については募集する小学科・コースの別に掲示する。。

３ 志願先高等学校長は、入学願書の受付締切後、直ちに志願者数を２に準じて学校内に掲示すると

ともに、教育長に報告する。

第６ 調査書及び５段階評定集計表

１ 調査書作成委員会

( ) 中学校長は、調査書及び５段階評定集計表の作成に当たっては、厳正公平を期するため、調査1

書作成委員会を設け作成する。

( ) 調査書作成委員会は、中学校長を委員長とし、校長の指名する当該中学校の教員若干名をもっ2

て組織する。

２ 調査書作成上の注意

次表による。

調査書作成上の注意事項
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調査書作成上の注意事項

中学校を卒業若しくは修了した者又は平成20年３月卒業見込み若しくは修了見込みの者の第３学年

の記録は、平成20年１月末日をもって評価したものを記入する。ただし、卒業から５年を経過した者

の記録は、氏名、入学・転入年月日、卒業年月日及び保護者の住所以外は記入の必要はない。

項 目 卒業見込み若しくは修了見込みの者及び卒業若しくは修了した者

各 教 科 の ①１学年及び２学年の記録は、指導要録から転記する。
学習の記録 ②３学年の評定は、指導要録作成基準に基づいて評定したものを記入する。

③観点別学習状況は、別表１の「観点の表」による。観点ごとの評定は、指導要録作
成基準に基づいて評定したもののうちＡ、Ｃのみ記入する。

総 合 的 な 各学年の指導要録から転記する。
学習の時間

欠席の記録 欠席の主な理由欄には、具体的に病名や事故の内容等を記入する。

行動の記録 行動の状況については、指導要録記入要領により記入する。

進路の希望 高校卒業後の進路希望を記入する。

特 別 活 動 ①活動の事実については、学年ごと内容ごとに具体的に記入する。
の 記 録 ②上記の実績等顕著なものを学年ごとに諸活動の記録欄に記入する。

校 外 活 動 社会スポーツ、文化、ボランティア活動等への参加状況を学年ごとに記入する。
の 記 録

健康に関す 本人について特に配慮が必要なことについて記入する。
る特記事項

そ の 他 ①留学、研修等を記入する。
特 記 事 項 ②趣味、特技、その他特に顕著なことについて記入する。

３ ５段階評定集計表作成上の注意

(1) 分校をもつ中学校は、本校、分校別にそれぞれ作成する。

(2) 「在籍数」の欄は、平成20年１月末日における第３学年の在籍生徒数を記入する。

(3) 「評定段階別人数」の欄は、教科ごと、かつ、評定ごとに人数を記入する。

(4) 「評定平均」の欄は、教科ごとに小数点第２位を四捨五入したものを記入する。

(5) 中学校長は、平成20年１月末日をもって評価した卒業見込者全員による５段階評定集計表(様

式８)を作成し、平成20年２月25日(月)までに、教育長に提出しなければならない。この場合に

おいて、入試処理システムを導入している中学校においては、５段階評定集計表は、入試処理

システムにより出力されたものとする。

また、提出先は、高校教育課とする。
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第７ 学力検査

１ 受検者

志願者全員とする。

２ 検査教科及び配点

( ) 検査教科1

国語、社会、数学、理科及び英語の５教科とする。ただし、英語はリスニングによる検査を含

む。

( ) 配点2

配点は、各検査教科100点とする。ただし、専門教育学科の選抜及び普通科のコース指定につ

いては、検査教科の配点を変えて行うことがある （傾斜配点教科及び傾斜割合については、別。

表２「入学者選抜における傾斜配点教科及び傾斜割合一覧表」(ｐ５２)による ）。

３ 問題作成

問題作成は、教育委員会が行う。

４ 検査会場

各志願先高等学校とする。

５ 検査期日

平成20年３月５日(水) 集合８時５０分 国語 ９時３０分～１０時２５分

社会１０時４０分～１１時２５分

数学１１時４０分～１２時２５分

英語１３時３０分～１４時１５分

理科１４時３０分～１５時１５分

第８ 選抜方法

１ 志願先高等学校長は、高等学校教育を受ける資質と能力を有する者を、調査書の記録及び学力検

査の成績を総合判定し、選抜する。

２ 判定に当たっては、調査書の記録と学力検査の成績を同等に扱う。なお、調査書の判定方法は、

次のとおりとし、具体的な方法は、別途教育長が指示する。

( ) 調査書の「各教科の学習の記録」のうち、第３学年の必修９教科については、次の方法で成績1

の評定合計を求める。

ア 学力検査実施教科（以下「実施教科」という ）の評定の計を求め、これに２を乗じて実施教。

科の調整評定小計とする。

イ 学力検査不実施教科（以下「不実施教科」という ）の評定の計を求め、これに３を乗じて不。

実施教科の調整評定小計とする。

ウ 実施教科の調整評定小計と不実施教科の調整評定小計の和を求め、これを全教科の成績の評定

合計とする。

( ) 「特別活動の記録 「校外活動の記録」及び「その他特記事項」については、各高等学校長2 」、

が定めた基準により、１～１０の段階で評定する。

３ 志願者から自己申告書又は中学校長から「欠席日数の多い生徒に関する事情説明書」の提出を受

けた高等学校長は、それらを総合判定の参考資料とすることができる。また、必要に応じて個人面

接を実施することができ、その場合、面接の結果を総合判定の参考資料とすることができる。

４ 普通科に加えて専門教育学科・総合学科のいずれか若しくはその両方が設置されている場合の選

抜は、まず募集人員の90％をその学科を第１希望とする者から選抜（端数切捨て）し、残りの募集

第９ 入学許可予定者の発表

Ⅳ 全日制の課程における再募集

第１ 実施校

第２ 募集人員等

第３ 出願資格

第４ 出願方法
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、 、 、人員について 90％枠の選抜に漏れた第１希望とする者に その学科を第２希望とする者を加えて

差をつけずに選抜する。ただし、各学科の残り10%枠内に同一の出願者がある場合は、第１希望の

学科を優先しなければならない。なお、その学科を第１希望とする受検者が募集人員の90％に達し

ない場合は、その達しない数をその学科を第２希望とする者から選抜する。

５ 普通科に設置されているコースへの指定については、普通科の入学許可予定者のうちコースを希

望している者を対象として、当該高等学校が定める学力検査の結果又は学力検査の結果を傾斜配点

で換算した資料（小数点第１位まで表記）に基づき、得点の上位順にコースに指定する。

、 、コースの指定に漏れた者のうち コース以外に普通科を希望しない者は入学許可予定者から除き

それに相当する数の者を、当初の入学許可予定者以外の者から、調査書の記録及び学力検査の結果

を総合判定し成績の上位順に選抜する。

６ 志願先高等学校長は、特に必要があると認めるときは、教育長の承認を得て面接及び健康診断を

行うことができる。

第９ 入学許可予定者の発表

平成20年３月12日(水)午前11時に各志願先高等学校において入学許可予定者の受検番号を掲示す

るとともに、入学許可予定者に郵送等により通知する。

Ⅳ 全日制の課程における再募集

第１ 実施校

前期募集及び後期募集の結果、高等学校において、入学許可予定者が学科又は職業に関するコー

スの募集定員に満たない場合は、再募集を実施する。

第２ 募集人員等

教育委員会が発表する高等学校、学科又は職業に関するコース及び人員とする。

第３ 出願資格

再募集に出願できる者は、全日制課程における後期募集及び定時制の課程における入学者選抜の

学力検査受検者（病気等やむを得ない理由により学力検査を受検することができなかったと志願先

高等学校長が認める者（以下「未受検者」という ）を含む ）で、出願時に、国・公・私立のい。 。

ずれの高等学校にも合格していない者とする。

第４ 出願方法

１ 出願の制限

( ) 出願は、１人１校とする。1

( ) 県外入学志願承認者は、Ⅲの「第４ 志願変更」の「１ 志願変更の可否( )」に準ずる。2 2

(3) 全日制及び定時制の両課程を併願することはできない。

(4) 志願先高等学校に職業に関する２つ以上の小学科・コースがあり、小学科・コース別に募集を

実施している場合、職業に関する学科を志願する者は、その小学科・コースに志望順位をつける
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ことができる。

(5) 志願先高等学校に普通科、専門教育学科又は総合学科が設置されている場合、志願する学科の

ほかに当該高等学校に設置されている学科（普通科､専門教育学科、総合学科に限る ）に第２希。

望まで志望順位を付けることができる。

２ 出願期間

平成20年３月12日(水)の午後１時から午後４時まで、３月13日(木)の午前９時から午後４時まで

及び３月14日(金)の午前９時から正午までとする。

３ 出願手続

(1) 再募集志願者は、Ⅲの「第３ 出願方法」の「３ 出願手続」の項に準ずるが、出願者一覧表

は手書きで作成し、入学願書(様式３)に誓約書(様式１６)を添え、中学校長を経由して志願先高

等学校長に提出する。この場合において、未受検者は、入院証明書等、受検が不可能であったこ

とを証明する書類を併せて提出する。

また、他の都道府県からの志願者は県外入学志願承認書の写し又は新たに受けた県外入学志願

承認書を提出する。

(2) 中学校長は、誓約書の内容を審査し、適当と認めるときは証明のうえ入学願書及び調査書（未

受検者については、入院証明書等を添付する ）とともに志願先高等学校長に提出する。この場。

合において、調査書（平成18年度以前の卒業者の再募集志願者、県外からの再募集志願者及び帰

国生徒等特別措置の適用を受ける県外からの再募集志願者に係る調査書を除く ）は、入試処理。

システムにより出力されたものとする。また、高校ファイルフロッピーの提出は要しない。

、 （ 、中学校長は 再募集志願者が後期募集の学力検査を受検した高等学校長 未受検者については

後期募集の志願先高等学校長）に、学力検査成績証明書等送付願（様式１７）を提出する。ただ

し、後期募集と同一の高等学校に出願する場合は、この限りでない。

中学校長は、中学校において第３学年の欠席日数が30日以上の者について、欠席日数が多い状

況や理由等を説明する「欠席日数の多い生徒に関する事情説明書 （様式２６）を志願先高等学」

校長に提出する。欠席日数が30日未満の者についても中学校長が必要と認める場合は 「欠席日、

数の多い生徒に関する事情説明書」を提出することができる。

(3) 学力検査成績証明書等送付願を受理した高等学校長は 再募集志願者の学力検査成績証明書 様、 （

式１８ （未受検者については、学力検査未受検証明書）を志願先高等学校長に送付する。）

(4) 出願書類を受理した志願先高等学校長は、受検票を志願者に交付又は郵送する。

第５ 志願変更

入学願書の提出後、志願の変更をすることはできない。

第６ 検査

１ 受検者

志願者全員とする。

２ 検査方法

( ) 面接のほか、作文又は新たに行う学力検査を実施する。1

( ) 作文又は新たに行う学力検査の実施決定、学力検査による場合の検査教科等については、志願2

先高等学校長が定め、別途発表する。

第７ 選抜方法

第８ 入学許可予定者の発表

Ⅴ 定時制の課程における入学者選抜

第１ 出願資格

第２ 出願方法
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３ 検査会場

各志願先高等学校とする。

４ 検査期日

平成20年３月17日(月) 集 合 午前８時５０分

点呼・注意 午前９時～

検 査 午前９時２０分～

第７ 選抜方法

１ 志願先高等学校長は、後期募集の学力検査の成績及び調査書の記録と併せて再募集に当たって実

施する面接の結果及び作文又は新たに行う学力検査の結果を総合判定し、選抜する。

２ 志願者から自己申告書又は中学校長から「欠席日数の多い生徒に関する事情説明書」の提出を受

けた高等学校長は、それらを総合判定の参考資料とすることができる。また、必要に応じて個人面

接を実施することができ、その場合においても、面接の結果を総合判定の参考資料とすることがで

きる。

第８ 入学許可予定者の発表

平成20年３月19日(水)午前11時に各志願先高等学校において入学許可予定者の受検番号を掲示す

るとともに、入学許可予定者に郵送等により通知する。

Ⅴ 定時制の課程における入学者選抜

第１ 出願資格

出願できる者は、Ⅲの「第２ 出願資格」を満たす者とする。

第２ 出願方法

１ 出願の制限

( ) 出願は、１人１校とする。1

( ) 入学内定者は、出願することはできない。2

( ) 他の都道府県から入学を志願する者（他の都道府県の中学校を卒業した者又は平成20年３月3

卒業見込みの者をいう ）の扱いは別記１によるが、既に承認を受けている者は、２(4)により承。

認を受けている者とみなす。

(4) 帰国生徒等（海外帰国生徒、中国帰国生徒及び外国籍生徒）特別措置の適用を受けようとする

者の扱いについては、別記２による。

(5) 定時制及び全日制の両課程を併願することはできない。

(6) 志願先高等学校に職業に関する２つ以上の小学科・コースがあり、小学科・コース別に募集を

実施している場合、職業に関する学科を志願する者は、その小学科・コースに第２希望まで志望

順位をつけることができる。

２ 出願期間

Ⅲの「第３ 出願方法」の「２ 出願期間」の項に準ずる。

３ 出願方法

Ⅲの「第３ 出願方法」の「３ 出願手続」の項に準ずる。
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ただし、入学願書は（様式４）とし、定時制課程の入学審査料（ 円）分の「山梨県収入証950

紙」を所定の欄に貼付する。

中学校長は出願者一覧表を手書きで作成すること。なお、中央高等学校及びひばりが丘高等学校

を除く高等学校への出願手続については、高校側では入試処理システムは使用しないので、ファイ

ルフロッピーの提出を要しない。

第３ 志願変更

Ⅲの「第４ 志願変更」に準ずる。

なお、県外入学志願承認者で、別記１の２の( )で承認された者が、定時制の課程の別の高等学4

校へ志願変更する場合は、新たに承認を受ける必要はない。ただし定時制の課程から全日制の課程

に志願変更する場合は、志願変更期間中に新たに県外入学志願承認を受ける必要がある。

また、定時制の課程から全日制の課程に志願変更する場合は、入学審査料の差額( 円)に相1,250

当する額面の「山梨県収入証紙」を新たな入学願書の所定の欄に貼付する。

第４ 高等学校長の措置

Ⅲの「第５ 高等学校長の措置」に準ずる。

第５ 調査書及び５段階評定集計表

Ⅲの「第６ 調査書及び５段階評定集計表」に準ずる。

第６ 検査

１ 受検者

志願者全員とする。

２ 検査方法

( ) 検査は学力検査及び面接を実施する。1

( ) 検査教科は、国語、社会、数学、理科及び英語の５教科とする。ただし、英語はリスニングに2

よる検査を含む。

( ) 配点は、各検査教科 点とする。3 100

( ) 面接の方法及び集合時間は志願先高等学校長が定め、志願者に周知する。4

３ 問題作成

問題作成は、教育委員会が行う。

４ 検査会場

各志願先高等学校とする。

５ 検査期日

平成20年３月５日(水) 集合 ８時５０分 国語 ９時３０分～１０時２５分

社会１０時４０分～１１時２５分

数学１１時４０分～１２時２５分

英語１３時３０分～１４時１５分

理科１４時３０分～１５時１５分

平成20年３月６日(木) 面接 ※集合時間等は、各高等学校長の指示による。

第７ 選抜方法

第８ 入学許可予定者の発表

Ⅵ 定時制の課程における再募集

第１ 実施校

第２ 募集人員等

第３ 出願方法

第４ 検査
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第７ 選抜方法

１ 志願先高等学校長は、高等学校教育を受ける資質と能力を有する者を、調査書の記録、学力検査

の成績及び面接の結果を総合判定し、選抜する。

なお、判定に当たっては、Ⅲの「第８ 選抜方法」２及び３の項に準ずる。

２ 志願先高等学校長は、特に必要があると認めるときは、健康診断を行うことができる。

第８ 入学許可予定者の発表

平成20年３月12日(水)午前11時に各志願先高等学校において入学許可予定者の受検番号を掲示す

るとともに、入学許可予定者に郵送等により通知する。

Ⅵ 定時制の課程における再募集

第１ 実施校

定時制の課程を設置する高等学校で、入学者選抜の結果、入学許可予定者が学科の募集定員に満

たない場合は、再募集を実施する。

第２ 募集人員等

教育委員会が発表する高等学校、学科及び人員とする。

第３ 出願方法

１ 出願の制限

(1) 出願は、１人１校とする。

(2) 定時制及び全日制の両課程を併願することはできない。

(3) 志願先高等学校に職業に関する２つ以上の小学科・コースがあり、小学科・コース別に募集

を実施している場合、職業に関する学科を志願する者は、その小学科・コースに志望順位をつ

けることができる。

２ 出願期間

平成20年３月14日(金)から３月21日(金)までの期間（土曜日、日曜日及び祝日を除く ）で、午。

前９時から午後４時までとする。ただし、最終日は正午までとする。

３ 出願手続

Ⅲの「第３ 出願方法」の「３ 出願手続」の項に準ずる。

、 （ ） 、 （ ） 「 」ただし 入学願書は 様式５ とし 定時制課程の入学審査料 円 分の 山梨県収入証紙950

を所定の欄に貼付する。また、中学校長は高校提出ファイルフロッピーの提出、県外入学志願承認

書及び帰国生徒等特別措置適用承認書の提出は要しない。

第４ 検査

１ 受検者

志願者全員とする。

２ 検査方法
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(1) 再募集に当たっての学力検査及び面接を実施する。

(2) 検査教科は、国語、数学及び英語の３教科とする。

３ 検査会場

各志願先高等学校とする。

４ 検査期日

平成20年３月24日(月)

第５ 選抜方法

入学者の選抜は、調査書の記録、再募集に当たっての学力検査の成績及び面接の結果を総合判定

し、選抜する。

第６ 入学許可予定者の発表

平成20年３月26日(水)午前11時に各志願先高等学校において入学許可予定者の受検番号を掲示す

るとともに、入学許可予定者に郵送等により通知する。

Ⅶ 検査結果の開示

全日制入学者選抜検査の結果の開示方法第１

１ 前期募集

(1) 開示の内容 面接検査及び面接以外に実施する各検査の評価の段階

各学校が設定した評価基準に基づくＡ（良好 、Ｂ（概ね良好 、Ｃ（努力） ）

を要す）の３段階評価

(2) 開 示 場 所 当該請求者の検査会場となった高等学校

(3) 開示の方法 口頭による開示請求に基づき 「開示用成績一覧表」の閲覧による、

(4) 開 示 期 間 入学許可予定者発表の日から１か月間

２ 後期募集

(1) 開示の内容 学力検査の科目別得点及び得点合計

(2) 開 示 場 所 当該請求者の検査会場となった高等学校

(3) 開示の方法 口頭による開示請求に基づき 「開示用成績一覧表」の閲覧による、

(4) 開 示 期 間 入学許可予定者発表の日から１か月間

３ 再募集

(1) 開示の内容

・作文検査を実施する場合：面接検査及び作文検査の評価の段階

各学校が設定した評価基準に基づくＡ(良好)、Ｂ(概ね良好)、

Ｃ(努力を要す)の３段階評価

・学力検査を実施する場合：面接検査の評価の段階並びに学力検査の科目別得点及び得点合計

面接については、各学校が設定した評価基準に基づくＡ(良好)、

Ｂ(概ね良好)、Ｃ(努力を要す)の３段階評価

(2) 開示場所、開示の方法、開示期間については、前期・後期募集に準じて実施

定時制入学者選抜検査の結果の開示方法第２

第３ 調査書の開示

留意事項

Ⅷ その他
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定時制入学者選抜検査の結果の開示方法第２

１ 定時制検査

(1) 開示の内容 面接検査の評価の段階並びに学力検査の科目別得点及び得点合計

面接については、各学校が設定した評価基準に基づくＡ（良好 、Ｂ（概ね良）

好 、Ｃ（努力を要す）の３段階評価）

(2) 開示場所、開示の方法、開示期間については、全日制課程の後期募集と同じ

２ 再募集

(1) 開示の内容 面接検査の評価の段階並びに学力検査の科目別得点及び得点合計

面接については、各学校が設定した評価基準に基づくＡ（良好 、Ｂ（概ね良）

好 、Ｃ（努力を要す）の３段階評価〕）

(2) 開示場所、開示の方法、開示期間については、全日制課程の再募集に準じて実施

第３ 調査書の開示

開示の方法

山梨県個人情報保護条例 平成17年３月28日山梨県条例第15号 第15条の規定に基づき 書面 開（ ） 、 （

示請求書）により 「県民情報センター」に開示請求を行う。、

留意事項

１ 山梨県個人情報保護条例第27条の規定に基づく口頭による開示請求は、本人に限るものとし、法

定代理人による請求は認めない。

２ 口頭による開示請求は、本人が本人であることを証明する書類を提示して行うものとする。

本人であることの確認は 「学力検査受検票」及び顔写真付きの生徒手帳(運転免許証)等の書類、

で行う。なお、生徒手帳に写真が付いていない場合は 「学力検査受検票」の裏面に本人の顔写真、

を貼付し、中学校が割印処理したもので生徒手帳に代えることができる。

３ 受付は、３月12日(水)から４月11日(金)までの期間（土曜日、日曜日及び祝祭日を除く ）で、。

午前９時から午後４時までとする。

４ 甲府市立甲府商業高等学校における検査結果の開示については、県立高等学校に準ずるが、具体

的な手続きは、甲府市個人情報保護条例（平成15年12月15日甲府市条例第42号）に基づき開示され

る。

Ⅷ その他

１ 高等学校長は、選抜の結果を直ちに教育長に報告する。

２ 中学校長は、身体に障害があるなど、受検の際や入学後において特別な配慮が必要と判断される

生徒がいる場合には、志願先高等学校長に事前に申し出ることとする。なお、特別な配慮を受けよ

うとする受検者については、原則として公的機関の発行した診断書等を添付すること。この場合、

高等学校長は、必要に応じて高校教育課長と協議するものとする。

３ この要項に定めのあるもののほか、必要な事項は別に定める。
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別記１ 県外からの出願

１ 一家転住などのやむを得ない理由により、他の都道府県から入学を志願する者は、あらかじめ志願

先高等学校長の承認を受けなければならない。

２ 県外からの入学志願承認に当たって 「やむを得ない理由のある者」とは、次の者をいう。、

(1) 本人及び保護者の住所が山梨県内にある者

(2) 保護者が転勤等のために山梨県内に居住することが確実となった者又は保護者が現に山梨県内

に居住している者

(3) 隣接県に居住する者で、地形、交通等の関係上、本県の最寄りの高等学校へ志願することが妥

当と認められる者

(4) 定時制の課程を志願する者

(5) 当該都道府県の高等学校に設置されていない学科を志願する者

(6) その他特別な事情がある者

３ 申請手続

(1) 県外入学志願承認願（様式１９）に住民票の写し（平成19年12月１日以降のもので、本人、保

護者及び同居の家族に関するもの 、事情説明書、保護者の転勤（予定）証明書、新しい住所を証）

明する書類等を各１通添えて、志願先高等学校長に申請する。

(2) 志願先高等学校長は、申請書の内容を審査し、適当と認めるときは申請者に県外入学志願承認

書（様式２０）により通知する。

４ 申請期間

(1) 全日制前期募集

平成20年１月４日(金)から１月８日(火)までの期間（土曜日及び日曜日を除く ）で、午前９時か。

ら午後４時までとする。ただし、最終日は正午までとする。

(2) 全日制後期募集・定時制

平成20年１月16日(水)から２月６日(水)までの期間（土曜日及び日曜日を除く ）で、午前９時か。

ら午後４時までとする。ただし、最終日は正午までとする。

別記２ 帰国生徒等特別措置
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別記２ 帰国生徒等特別措置

１ 出願資格

Ⅲの「第２ 出願資格」を有する者で、次のいずれかに該当し、帰国生徒等特別措置の適用を受け

ようとする者は、あらかじめ志願先高等学校長の承認を受けなければならない。

(1) 海外帰国生徒

原則として、平成20年４月１日現在、外国における在住期間が２年以上あり、平成17年４月１日

以降に帰国又は帰国予定の者

(2) 中国帰国生徒

、 、中国残留邦人等 永住するため海外から引き揚げてきた者及び海外から移住してきた者の子女で

原則として、平成20年４月１日現在、日本における在住期間が７年以内の者

なお、中国残留邦人等とは、昭和20年９月２日以前から引き続き外国に居住し、その後、永住目

的で帰国した者（これらの者を両親として外国において出生した者を含む ）をいう。。

(3) 外国籍生徒

保護者とともに山梨県内に居住し、又は居住予定のある外国籍を有する者で、原則として、平成

20年４月１日現在、日本における在住期間が７年以内の者

２ 申立手続

（ ） 。 、 、(1) 志願先高等学校長に申立書 様式２１ を提出する ただし 保護者が引き続き海外に居住し

志願者のみ帰国又は帰国予定の場合は、身元引受承諾書（様式２２）を併せて提出する。

(2) 志願先高等学校長は、申立書の内容を審査し、適当と認めるときは申立者に帰国生徒等特別措

置適用承認書（様式２３）により通知する。

３ 申立期間

平成20年１月16日(水)から２月６日(水)までの期間（土曜日及び日曜日を除く ）で、午前９時か。

ら午後４時までとする。ただし、最終日は正午までとする。

４ 入学検査における特別措置

(1) １の出願資格を有する者の選抜は、調査書の記録、学力検査の成績及び面接の結果とし、一般

受検者と区別して行う。

(2) 学力検査は、平成20年度山梨県公立高等学校入学者選抜学力検査問題を使用し、国語、社会、

数学、理科及び英語の５教科の中から自己選択した３教科とする。ただし、専門教育学科を志願

する者又は普通科のコースを希望する者は、志願先の選抜又はコース指定における傾斜配点教科

を含めて選択しなければならない。専門教育学科を第２希望にする場合においても同様とする。

５ 募集定員における特別措置

１の出願資格を有する者の選抜は、募集定員を超えて、志願先高等学校の募集学級数に相当する数

まで入学を許可することができる。

６ 入学後の特別措置

日本語指導を特に必要とする生徒を対象とした教育課程を、石和高等学校（普通科）及び桂高等学

校（普通科）並びに中央高等学校に置く。
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様式１０

※ ※受検
番号

平成 年 月 日

高等学校長 殿

中 学 校 名

志願者氏名 （男・女）

生 年 月 日 年 月 日 生

保護者氏名 印

私は、次の理由により、貴校 科 コースの

前期募集に志願します。

１ 入学を希望する理由
（入学を希望する理由や、入学後の抱負等について、各高等学校が示す「教育方針、志願してほ
しい生徒像」等を踏まえて記入してください ）。

２ 自分をアピールできることがら
（ 、 、 、 、 、自分の良さや学級活動 生徒会活動 学校行事 ボランティア活動 また資格・検定等の取得
その他の活動等について記入してください ）。

(注) １ 保護者氏名欄以外は全て志願者直筆とし、ボールペン又は万年筆を使用すること。
２ コースのある学科については、コース名も記入すること。
３ ※印欄は記入しないこと。
４ 本票は日本工業規格Ａ４（縦）とする。
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様式２５

受検 ※ ※

番号

平成 年 月 日

高等学校長 殿

中 学 校 名

志 願 者 氏 名

保 護 者 氏 名 印

私は、貴校 への志願に当たり、次のとおり申告します。

志願者記入欄（志願の動機、高校生活への抱負、長期欠席の理由など）

保護者記入欄（高等学校に理解してほしい事柄など）

（注）１．保護者氏名欄及び保護者記入欄以外は全て志願者直筆とし、ボールペン又は万年筆

を使用すること。

２．志願者は、自己申告書を厳封の上、志願先の高等学校長あて親展として提出する。

３．※印欄は記入しないこと。

４．本票は日本工業規格Ａ４（縦）とする。
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問い合わせ先　山梨県教育委員会

新しい学校づくり
推　　 進　 　室

高 校 教 育 課
指   導  担  当

（　　　　　　　 ）
・調査書の記入方法
・５段階評価集計表
　に関すること等

ＴＥＬ（055）223-1767番（直通）

　　　（055）237-1111番 内線8306、8309

ＴＥＬ（055）223-1763番（直通）

　　　（055）237-1111番 内線8314、8305

ＦＡＸ（055）223-1768番




